
有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計

年月日

仮設計画図・計画工程表

計画工程表

枚の内

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

仮設計画一覧表

※　建物位置と敷地との相対関係、資材搬出入方法と敷地内外の条件、足場の危険防止、衛生、

※　仮設計画図を元に施工し、事故防止・安全管理に努めること。

※　工事車両の現場進入経路は、近隣の状況を把握し、迷惑を掛けないよう配慮すること。

※　安全計画書等を作成し、係員の承認を受けること。

記 号 名 称 仕 様 参考数量

W900（最上段安全手摺付）

網目25mmメッシュシート貼、階段足場

進入経路

工事車両駐車場

くさび緊結足場

仮囲い

174.00㎡

（単管バリケード・単管 W 2,000) 11　基

仮設計画図 1/100

３３ Ａ６1 / 1 0 0・ー

1
,
2
0
0

7
,
2
8
0

1
0
0
0

歩道

GL±0

-125

現場事務所

WC

工事車両駐車場

進入経路

資材置場

側溝

4,0005,460

新築建物



求積表

有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計

年月日

枚の内

SK9N

SK10N

SK24N

SK25N
SH3N

SH1N

SK48N

13
.4
40

0
.9
49

16.0
00

0.59
2

7.
11
7

10.385

6.749

①515-1

521-1

515-2

田

建設省

515-8

雑種地

岐阜県

コンクリ－ト杭

プラスチック杭

金属標

木杭
刻印

マ－キング

凡
　
　
　
例

境界標の種類 点名の種類
多角点

線の種別

現況線

TN,T

IN 引照点

計算点 筆界線

分筆線

TP 補助多角点
金属鋲

5,460 5,460

7,
2
80

7,
2
80

敷地面積

建ぺい率

建築面積

敷地面積求積図より

m2

延べ床面積

容積率

建物面積表

①+②

１階面積求積図

① ②

5.46x7.28 39.75

5.46x7.28 39.75

① 階床面積

② 階床面積

79.50

敷地面積求積図 1/100

1/200 1/200

1/100・1/200

求積図

３３ 号

地 番 ① 515-1

SK9N 496.396 500.713 -10.462 -5193.294952

SK10N 483.572 496.691 -4.299 -2078.876028

SK24N 482.664 496.414 15.715 7585.064760

SK25N 483.169 512.406 16.584 8012.874696

SH3N 483.165 512.998 3.899 1883.860335

SH1N 489.467 516.305 -5.845 -2860.934615

SK48N 494.376 507.153 -15.592 -7708.310592

合 計 -359.616396

合 計 面 積 179.8081980

地 積

ＮＯ Ｘ Ｙｎ ｎ ｎ ｎ ｎｎＹ Ｙ－ Ｘ Ｙ Ｙ -・（ + －1 1ｎ+ - 1

179.81　㎡

1 ）

新築建物 新築建物

２階面積求積図

Ａ７

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

79.50/179.81×100＝44.22％　＜　200％　 　　　OK

39.75/179.81×100＝22.11％　＜　70％　 　　　OK

179.81

39.751階床面積と同じ



有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計
年月日

枚の内

屋　根

軒　天

破　風

開口部

巾　木

犬走り

場所名

名　称

手動ウインチ

仕　　様

舗装工事

排水工事

下地

ＧＷ100　 24㎏品（トイレ・待機室部分）

外　部　仕　上　表

附　帯・外　構　工　事

略　号 ※略号は全ての図面に適用する。

砕石厚ｔ150　密粒度アスコンｔ50

Ｃ　　：コンクリート

Ｍ　　：モルタル

ＬＧＳ：軽量鉄骨

Ｗ　　：木材

Ｐ　　：発泡�ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ床下地材

ＰＢ：石膏ボード

ボード類 金属板 塗料

ＦＫ：無石綿ケイ酸カルシウム板

ＲⅠ：ラワン合板（１類）

ＲⅡ：ラワン合板（２類）

ＳＵＳ　：ステンレス

ＧＬ鋼板：ガルバリウム鋼板

断熱材

ＧＷ：グラスウール

ＰＦ：押出法ポリスチレンフォーム板

ＳＯＰ　　：合成樹脂調合ペイント塗り

ＣＬ　　　：クリアラッカー塗

ＦＥ　　　：フタル酸樹脂エナメル塗り

ＥＰ－Ｇ　：つや有合成樹脂 ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ＥＰ　　　：合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

２－ＵＣ　：ウレタン樹脂ワニス（２液形）

ＯＳ　　　：オイルステイン塗り

ＡＥＰ：アクリルエマルションペイント塗

ＯＳＷ：オイルステインワニス塗

共通

外壁　透湿防水シート張り

石膏ボード　厚12.5　　　　ＮＭ－８６１２

石膏ボード　厚9.5 　　　　ＱＭ－９８２３

化粧石膏ボード（ ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ） ＮＭ－８６１３

化粧石膏ボード（木目）　　ＱＭ－９８２４

不燃積層石膏ボード　　　　ＮＭ－８６１３

無石綿ケイ酸カルシウム板　ＮＭ－８５７８

不燃化粧メラミン合板　　　ＮＭ－９３００

珪藻土配合化粧仕上材　　　ＮＭ－８５７２

準不燃加工杉板　　　　　　ＱＭ－００３１

防火材料

仕　様 場所名

外　壁

軒樋：カラーＧＬ鋼板0.40　角 5型、受金物、補強金具＠300

小屋排気口　SUS防虫網張り　@910

構造材

外構

アルミ,樹脂複合サッシカラー（木造用）、手動式軽量バランスシャッター

Ｃ金ゴテ仕上げ（化粧目地切）

仕　様

杉板ｔ24下地 カラーＧＬ鋼板巻きt=0.40

土台： 外周廻り 　 桧小節　 150x120、 その他　 120x120　 柱: 桧小節　 120x120、 付柱: 桧小節　 30x120

天　井 備　考廻　縁ＣＨ床 壁室　名 巾　木 腰　壁

塩ビ

塩ビ

車　庫

トイレ

2,500 塩ビ

待機室

Ｃ金ゴテ

Ｃ金ゴテＭ下地

磁器質200角タイル

Ｃ打放し

H=200～ 300

Ｃ金ゴテＭ下地

ＥＰ

ＦＫ6下地

ＥＰ

化粧ＰＢ9.5

内　部　仕　上　表

棚、衣装フック(巾木部分:自然塗料塗装)

車止めブロック

洋式便器一式

磁器質モザイクタイルH=200

2,400 手洗器、化粧棚、手摺一式

塩ビＰＢ12.5下地

ビニルクロス貼

沓脱場

階段室

踊場

Ｃ金ゴテ

合板ｔ28

木製 H75

木製 H75

WP

本実加工羽目板目透かし貼12

WP

本実加工羽目板目透かし貼12

2,400

（巻上げ能力300㎏）ウインチ固定台ホース止め金具・ステンレスワイヤー・滑車支持金具

Ｃ柱（ 350φ内外　15ｍ）※建柱は電気設備工事 ホース掛け金具ホース乾燥柱

擁壁工事 間知ブロッ ク積 H1500-1700程度

排水溝 U-240 グレーチング蓋 t5,t20 集水桝 500角　コンクリート蓋

ミニキッチン(IH）、壁一部　化粧FK6

仕上表

ー

2,800- 2,900

竪樋：カラーＧＬ鋼板0.40　φ 75、ツカミ金物＠1,200雨　樋

カラーＧＬ鋼板横葺 t=0.40、アスファルトルーフィング940庇

水　切

土台：通気水切（既製品）、軒天：通気見切（既製品）

梁、腰板、窓桟上部:カラーガルバリウム鋼板 t0.4

３３

舗装： As密粒度舗装 t50 擁壁： 間知ブロッ ク積 H1460-1850程度　 側溝： U-240 グレーチング蓋： ｔ 2， ｔ 6　 集水桝： 500x500 Ｃ 蓋

上部：窯業系サイディング t14（無塗装　3'10'板）、

透湿防湿シート 通気胴縁

ＦＫ8下地

化粧ＰＢ9.5

2,500

2,900

WP

軒天：杉板 t12 本実加工　目透かし張り

Ａ８

無垢フローリングt15(桧上小節　塗装品）

無垢フローリング t15(桧上小節　塗装品）

WP

WP

カラーＧＬ鋼板縦ハゼ葺（遮熱タイプ） t=0.40、アスファルトルーフィング940、構造用合板 t=12

床框 桧 90x200 WP

階段材料　桧上小節　WP

アルミ L-15x15

一部

ＰＵ　　　：ポリウレタン塗り

雪止： L-50x50x4 片面１段

小屋裏給気口　SUS防虫網張り　 @910杉板 t12 本実加工　目透かし張り

弾性系塗料 i仕上

（ジョリパット同等品）

破風： 21x90

WP腰板部分： 杉板t12相決り 　 下見板張り 　

WP 梁： 　 外周廻り 桧小節 150x120 その他　 杉 特一　 W120

化粧合板C打ち放し薄塗モルタル（ポリマーセメント）補修

化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6

（市産材：杉　上小）

（市産材：杉　上小）

収納部 壁、天井 シナ合板t5.5

収納棚　シナ合板ｔ5.5 H800,枕棚シナ合板ｔ5.5 H1,600
クロスビニルクロス貼 (不燃）

ＰＢ12.5下地 ＰＢ 9.5下地

(不燃）

ＷＰ　：木材保護塗料塗り

ＷＰＧ：外部木材保護塗料塗り
（ ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ同等品）

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

PU

PUH300
一部 ＦＫ8下地

ＥＰ

一部 Ｃ打放し



FL+200

有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

UP

GL+100

60
0

ホース棚

トイレ

1,210

軽量バランスシャッター

5,460

棚

900

車庫

24
50

水勾配始点

1,8201,820610

衣装フック(11箇所)

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

1,210

縦樋

5,
46
0

7,
28

0

1,
82

0

FL±0

待機室

1,820 1,820910

350 350

1,210

物入

FL±0

縦樋

750 750

1,
82
0

1,
82

0
1
,8

2
0

7
50

7,
28

0

1,
82

0

DN

FL±0

踊場

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

5，460

1,775 1,775

平面図

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計

年月日

Ｎ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

雪下ろし表示板

県産材表示板

ピクトサイン

沓脱場

(抗菌目地）
磁器質タイル張 200角

450

925

凡例

筋交い（ダブル）

筋交い（シングル）

上 下

枚の内３３ 号

1,210

350

4,250

455

FL±0=

FL+50

FL±0

Ａ９

縦樋
縦樋

1，300

4，250

GL-125GL-125

水勾配

GL-250 GL-250

5,
46
0

7,
28

0

1,
82

0

1,
82
0

1,
82

0
1
,8

2
0

7
50

7,
28

0

1,
82

0

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

GL+20
GL+35

GL+20 GL+35

FL±0

FL+100

水
勾

配
水

勾
配

水
勾

配

犬走り

8
0
0

カラーGL φ75
カラーGL φ75

カラーGL φ75 カラーGL φ75

１階平面図 1/50 39.75㎡ 39.75㎡２階平面図 1/50

45x90

45x90 国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

1
,0

00

犬走り

化粧目地

化
粧
目
地

化
粧
目
地

蹴上げ
踏面
幅
手摺設置

階段

1075ｍｍ

203.1ｍｍ
220ｍｍ

手摺

手摺

・給水装置は水道法第16条に適合して設置する。

　令9条　建築基準関係規定

・下水排水施設は下水道法第10条の1項に適合して設置する。

・火気使用の際は消防法第9条及び17条に適合して使用する。

30.94㎡

(1.67ｘ0.435ｘ2)x3＝4.35

A=13.443/2.26x10-1=58.48 ∴ 3

3.10 < 4.35  OK

採光計算

必要採光面積 30.94x1/10=3.10

(格子有効間隔 90mm)

715ASW 3,080

3,290 610

車止めブロック

1,3051,045 2,000

800600 600

設計GL±0

設計GL+50

GL±0
GL±0

GL+20

GL±0

設計GL±0

GL+50

GL+35
構造用合板t12

1/50



有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計

年月日

枚の内

立面図・断面図

1/100

車庫

2
,
2
0
0

2
,
9
0
0

9
1
0

最高の高さ

最高の軒の高さ

2FL
待機室

2
,
5
0
0

設計GL

2
,
8
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

最高の軒の高さ

最高の高さ

設計GL

10
3

10
3

車庫

待機室

便所

踊場

2
,
5
0
0

2
,
4
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

西立面図北立面図 横断面図

東立面図南立面図 縦断面図

5
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

2
,
0
0
0

2
,
8
0
0
-
2
,
9
0
0

平均地盤面平均地盤面

1
2
5 5
0

平均地盤面平均地盤面

2
,
9
6
0

2
,
9
6
0

３３

1
2
5

2FL

1FL

1
7
5

1
2
5

3
,
5
9
0

6
,
7
2
5

6
,
6
0
0

7
,
5
4
4

7
,
4
1
9

1
0
0

3
,
5
9
0

6
,
6
0
0

6
,
7
2
5

1
2
5

7
,
4
1
9

7
,
5
4
4

1
,
1
0
0

9
0
0

水下FL
水上FL

Ａ１０

(1,536+12,443+1,536)*1.25=19.39 >　7,.544 ＯＫ道路斜線道
路
斜
線

1.0

1.25

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

2
,
2
6
0

4
3
5



1
,6
50

1,210

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

縮　尺

設　計
年 月

矩計図

1/30 枚の内 号

軽量バランスシャッター

FK6下地　EP

7,280

Y0Y1Y2Y6Y7Y8

750750

910 910 910 910

50
0

オーバーハング
（既製品）

梁 120X270

小屋梁：120×360

アスファルトルーフィング940
構造用合板t=12

▽２階梁天端 ▽２ＦＬ

3,
0
00

▽ＧＬ

3
00

増し打ちコンクリート金ゴテ押え

ワイヤメッシュφ6＠150

1
00
15
0

車止めブロック

600ｘ180ｘ120

1,000

▽１ＦＬ(水下)

コンクリート金ゴテ

▽１ＦＬ(水下)

60

梁 150X270

90

▽２階小屋梁天端
小屋束 120X120

タル木　60X75　@364

X3X2 X4

梁 120X390 梁 120X390

軒天：杉板 t12 相決り目透し張

腕木：90×105

屋根：長尺カラー鋼板横葺き t0.4

10
1.5

750

▽１ＦＬ(水下)
▽ＧＬ

4
0 ▽２ＦＬ▽２階梁天端

10
1.5

50
階
高
：
3,
59
0

3
,6
00

縦樋：カラーＧＬ鋼板　φ75
掴み金物o＠1200　亜鉛ﾒｯｷ

H=
2,
00
0

3,
0
00

2,
9
60

▽ＧＬ

3
,6
00

3,
0
00

▽ＧＬ

6
,6
00

150

小屋貫 21×90

ＧＷ　t100

雪止め：L-50x50x4 亜鉛ドブ付品

←水勾配

合板ｔ28下地複合フローリングｔ12（塗装品）

80
0

1
,6
00

▽２階小屋梁天端

2,
2
57

4
0 ▽２ＦＬ

50
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注：基礎の配筋及び各部寸法は基礎伏図・基礎詳細図参照

注：シャッター下のＧＬ＋50（コン天）位置を１ＦＬとする
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腰板：羽目板 杉ｔ12 目透し貼 WP

カラーＧＬ鋼板縦ハゼ葺 t=0.4

窯業系サイディングt14
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姿　　図

仕　　様

名　　称

仕　　様

名　　称

姿　　図

仕　　様

名　　称 外部建具(AD-1)廻り詳細図　1/10 外部建具(AD-2)廻り詳細図　1/10

(胴縁通気工法、透湿防水シート下張り）

(胴縁通気工法、透湿防水シート下張り）

外壁 広幅縦張り窯業系サイディング t14

オーバーハング水切り：カラー鋼板製 t0.4×h23×w50

1
,
20
0

300

庇屋根棟部・壁取合詳細図　1/10

2
0
0

1
5.
5

施設名表示板詳細図　1/20 トイレピクトサイン詳細図　1/10

通気水切り：カラー鋼板製 t0.4×h30×w50

印刷シート貼り（小口共）

アルミ複合板 t5・平付型

ステンレス製・ピクト：シルク印刷

壁付ベース・突出型

本屋根軒先・ケラバ詳細図　1/10

額縁：桧材(上小節)

Ｃ

25

柱

25
額縁 額縁

額縁：桧材(上小節)

表面クリア塗装・引掛金物・平付型

木製サイン（桧板　t35 )

雨押え

3010
1.5

90

棚板：表面塗装合板 t12

桁・支柱：杉材（特一等）

塗装：ＷＰ塗塗装：ＷＰ塗

外部建具(AW-1,2)廻り詳細図　1/10

塗装：ＷＰ塗

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

縮　尺

設　計

枚の内 号1/10.1/20.1/30

WGP

1
8

WGP

1
2.
5

30ｘ120

シャッター(SS-1)廻り詳細図　1/10

縦枠

額縁：桧材(小節) WGP

30x105 WGP

WGP押え縁 30*18

外壁腰板廻り詳細図　1/10

窓格子詳細図　1/10

通気胴縁

40x15

付柱

25
額縁

WGP60x30

姿　　図

24
0

60

20
30

10

3.0

40唐草
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40
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唐草

軒天：杉板 t12 相決り　目透し張　WGP

破風
Ｇ鋼板t0.4巻

水下鼻隠
Ｇ鋼板t0.4巻

21
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0

60
60
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5
40

5
40

柱：60x60

棚板 塗装コンパネt12

桁：60x60

根太：45x45 @540

60 780

900
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車庫ホース棚詳細図　1/30 車庫収納棚詳細図　1/30

1,
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6
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60

60

600

60 60480

棚板: 塗装コンパネt12

柱：60x60

桁：60x60

根太：45x45 @600

棚板：表面塗装合板 t12

桁・支柱：杉材（特一等） 塗装：ＷＰ塗

高

山

市

消

防

団

国

府

支

団

１

の

２

広

瀬

班

団
雑詳細図

令和８年７月１０日
年月日

屋根：長尺カラー鋼板横葺き t0.4

腰壁 桧板下見張り張り t15 ６枚割　WGP

腕木　90x105

軒天：桧板 t12 相決り張　WGP

WGP

WGP90x105

雨押え：艶消色ガルバリウム鋼板横葺きｔ0.4×w100×h30

屋根：艶消色ガルバリウム鋼板横葺きｔ0.4

20

150 450

額縁：桧材(上小節)

塗装：ＷＰ塗

100

105

通気胴縁 15ｘ40

15
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42

化粧梁

150x270

15

Ｃ

10
5

181510515 105
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30ｘ90

Ｃ

額縁

鴨居

窯業系サイディングｔ12
（無塗装品）弾性系引付タイル

25 25額縁 12
.5

雪下ろし表示板
この建物は次の条件で設計されています。

設計条件

建築年月

垂直積雪量

積 雪 荷 重

高山 市消防本部管 理 者

高　　山　　市

14 0 c m

4 2 0 0N / m 2

令和９年３月

300

30
0

300

この建物は「岐阜県の補助金」を活用

して整備されています。

2
00 事業実施主体名

施設名

施工規模

竣工

表示板詳細図　1/10
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仕　　様
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幕板に木ビス固定する。

ステンレス製・11箇所

壁掛けフック詳細図　1/5

200

4
00

木枠　桧　40*150 WGP

垂木：桧上小節 45x45 @303 WGP
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15

通気水切り
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土台（桧）150x120 WGP

Ｃ

小屋裏給気口、排気口詳細図　1/5
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1051514
18

額縁

2
5

鴨居1510515
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Ａ１３
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1
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ビス止め
閂金物

WGP

1
00

30x45 @120

ビス止め
閂金物

格子：桧材(小節)

受材：桧材(小節)

WGP
WGP

掛け金具：閂金物

ビス止め
閂金物

20

Ｃ Ｃ

破風：桧板 t21 WGP

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

もし積雪が

場合は雪下ろ

これを上回ると予測される

しを行ってください。

事業名

高山市

広瀬班団車庫

木造2階建　79.50㎡

令和9年3月

弾性系塗料i(ジョリパット同等品）仕上
窯業系サイディングｔ14 （無塗装品）

750

弾性系塗料i(ジョリパット同等品）仕上

塗装：ＥＰ-Ｇ塗

※文言及び位置は監督員との協議による※文言及び位置は監督員との協議による



工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

縮　尺

設　計

1/50 枚の内 号

令和８年７月１０日
年月日
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Ｂ

7,280

10
0

C
H=
2,
90
0
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Ｃ
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Ｄ
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天井：化粧PB t9.5貼 壁：化粧ケイ酸カルシウム板貼り

▽１ＦＬ（水下）▽１ＦＬ（水下）
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天井：ＦＫ t6下地　EP
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壁：化粧ケイ酸カルシウム板貼 t6.0

t6.0
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有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計

年月日
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2,
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展　開　図 (２)
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腰壁：本実加工羽目板ア12 目透かし貼り
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0

壁：PB12.5 ビニールクロス 貼

Ｄ

物入

1
,6
00

（階段各部寸法は階段詳細図参照）

50

5
0

4
0

腰壁：本実加工羽目板ア12 目透かし貼り

450

925

Ｄ

H=
1,
07
5

60
7
5

H=
1
，
10
0

9
00

7
5

60

H
=8
00

4
0

H=
80
0

H
=8
00

2
00

Ａ１５

待機室 1/50

待機室 1/50

階段室 1/50

H
=2
,0
0
0

Ａ踊場 1/50

踊場

50
0

CH
=2
,
50
0

1210

壁：ビニールクロス貼り

巾木：木製 H＝75

巾木：木製 H＝75

腰壁：本実加工羽目板ア12 目透かし貼り

天井：PB12.5下地 ビニールクロス貼

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事



工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

縮　尺

設　計

年 月

1/50 枚の内 号

Ｎ

A

B

FK 厚6下地 + EP塗装

化粧PB厚9.5

E

C

D 杉板厚12 WGP　（巾120程度）

沓脱場入口三方枠（下がり壁）

1,210

1,210

5
,
46
0

7
,
28
0

1
,
82
0

ASW 3,340

4,250

5,460

455 455

1
,
82
0

1,
8
20

75
0

7
,
28
0

1
,
82
0

1,8201,820610

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

点検口

7
,
28
0

350 350

1,210

ミニキッチン

7
50

75
0

750 750

4，250

1， 775 1， 775

下り壁

１階天井伏図　Ｓ＝１：５０

２階天井屋根伏図　Ｓ＝１：５０

天　井　伏　図

点検口

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

令和８年７月１０日

点検口：600×600

Ｄ

庇軒天分部腕木：90× 105 90× 105

Ｄ

750

Ｄ

点検口

吸気口SUS網張（木枠240× 400）

３３ Ａ１６

しな合板厚5.5

Ｃ

4
.
5
50

2
，
7
3
0

9
10

9
1
0

PB 厚9.5下地 + ビニールクロス

国府支団１-２広瀬班団車庫新築工事



1

2,
00
0

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

縮　尺

設　計

年 月

1/50 枚の内 号

キープラン・建具表

UP

トイレ

棚

900

車庫

沓脱場

待機室

物入

DN
踊場

1
,
82
0

1
,
82
0

1
,
82
0

75
0

1
,
82
0

1
,8
2
0

1
,8
2
0

1
,
82
0

75
0

1
,8
2
0

1,210 1,8201,820610

5
,
46
0

1
,
82
0

1,
0
00

5
,4
6
0

1
,8
2
0

1,210 455

750 750

SS

1

軽量バランスシャッター

350 1,775 1,775 350

1

AW

AD

2

AW

2

AW

AW AW

AW

１階建具キープラン　Ｓ＝１：５０

２階建具キープラン　Ｓ＝１：５０

AW

3

2

2’ 2’

1

WD

記　号

姿　図

金　物

備　考

室名

名称

数量

見込

材質・仕上

ガラス

記　号

姿　図

金　物

備　考

室名

名称

数量

見込

材質・仕上

ガラス

木造用半外付

クレセント・網戸（クリアネット）

木造用半外付

クレセント・網戸（クリアネット）

ＡＷ－１

断熱引違い窓

Low-E複層ガラス　Low-E3+A+FL3

70

記　号

金　物

備　考

室名

名称

数量

見込

材質・仕上

ガラス

1

姿　図

ＳＳ－１

車庫

―

ケース・座板・ガイドレール・フック棒

スチールカラー鋼板・スラット厚0.5

手動式軽量バランスシャッター

天井内納まり・錠付き

1

70

1

70

アルミ・カラー

DC・丁番・下枠SUS

トイレ

木造用半外付・土間納まり

アルミ・カラー

木造用半外付・土間納まり

腰断熱パネル付片開きドア

レバーハンドル錠（シリンダー/サムターン）

ＡＤ－２ＡＤ－１

木造用半外付・土間納まり

1

≒90

ＷＤ－１

６枚スライド式折戸

木製既製品

取手・吊レール・下レールSUS　他金物一式

待機室

沓脱場

2

アルミ+樹脂・カラー

木造用半外付・土間納まり

1

≒90

木製既製品

2,
00
0

650 2,560

2,
00
0

アルミパネル 巾木

壁：ビニールクロス貼

2階踊場

ＷＤ－２

Ｆ４

引手・戸車・下レールSUS　他金物一式

令和8年７月１０日

70

待機室(物入)

アルミ・カラー　/　アルミ+樹脂・カラー

車庫　／　２階階段室1

WD

2

AD

1

F4

20
0

70
0

70
0

2
00

20
0

740

200200 340

2,
25
7

Low-E複層ガラス　Low-E3+A+FL3

断熱引違い窓

引棒（木製）・戸車・レール・シリンダー錠他付属品一式

３３

ＡＷ－３

車庫

アルミ・カラー

5
00

790 79070

F4

排煙用内倒し窓

フック棒、チェーン一式 、網戸（クリアネット）

木造用半外付木造用半外付

クレセント・網戸（クリアネット）

70

待機室

アルミ+樹脂・カラー

Low-E複層ガラス　Low-E3+A+FL3

断熱引違い窓

ＡＷ－２ ＡＷ－２’

3 2

70

1,650

木製片引戸

Ａ１７

1,690

1,690

1,640

1
,1
70

9
70

9
70

1,690

太格子付きアルミ引違い戸

Ｆ４

国府支団１-２広瀬班団車庫新築工事
2,
9
00

3,080

ASW 3,080

7
,
28
0

7
,
28
0

715
4,250

5,4601,210

1,210 910 1,820 1,820

7
,
28
0

7
,2
8
0



136.939ｍ2

55.879ｍ2

有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計

年月日

枚の内

外構図

Ｕ字側溝詳細図 1/20 集水桝詳細図 1/20

330

45 240 45

ベースコンクリート ｔ30

(Fc18-15-25(N))

再生砕石 t100 (RC-40)

Ｕ字側溝 240

1
3
0

2
9
0

10
0

2
0

3
0

330

45 240 45

1
3
0

1
0
03
0

3
7
0

5
0

3
20

ベースコンクリート ｔ30

(Fc18-15-25(N))

再生砕石 t100 (RC-40)

蓋

集水桝

3
1
0

2
0
0

100 100

3
0
0

1:
4

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ　控え350 

水抜きﾊﾟｲﾌﾟ　

胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25)

裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25)

525

350

100

700

2
5
0

1
0
0

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25)

基礎砕石（40～0）

1箇所/2~3・程度

3
0
0

350
100

300

1
0
0

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25)

切土土及び流用土

裏込砕石（40～0）

100

▽　計画下部地盤面

▽　計画上部地盤面

 1/20間知ブロック擁壁断面図

Ａ 断面

現
状
地
盤
面

Ａ

アスファルト舗装断面図  1/20

再生アスファルト混合物

路盤材料

アスファルト舗装:Ａ－５－１５

※アスファルト舗装面から-200まで砕石置換とし転圧する。

5
0

1
5
0

2
0
0

砕石

1
,
1
6
0
-
1,
5
5
0

1
,
4
6
0
-
1
,8
5
0

アスファルト舗装

Ｕ型側溝

グレーチング

密粒度As

U-24

集水桝 500角

間知ブロック積

仕様種類

切り土は埋め戻しに転用

備考

排水パイプ敷設は機械設備工事とする

数量

参考数量

1 ヶ所

不足分は、Ａｓ舗装工事鋤取り土流用

ガードレール撤去

ガードパイプ撤去

8.00 m

9.00 m

2スパン 袖ビーム２ヶ所取付

U字溝用

U字溝用

PL-6x50　215φ内外

B-M16

L-50x50x6

滑車支持金具1

滑車支持金具2
B-M16

滑車

50 600
400 14060

PL-6x50　215φ内外

滑車

L-50x50x6B-M16

4
5
0

PL-6x50　215φ内外

40

300≒290
50220φ内外 ≒590

ホース止め金具

B-M16

PL-6x50　220φ内外

16φ

ホース巻上げ手動ウインチ

▼ＧＬ

コンクリート柱　15-19-7.0

1
2
,
5
0
0

9
0
0

1
,
2
0
0

9
,
6
5
0

7
5
0

ホース止め金具

50
0

300

1
,
0
0
0

B-M16

PL-6x50　220φ内外

16φ
チェーン

滑車支持金具2

ホース掛金具

200φ内外

ステンレスワイヤー

ワイヤークリップ（2個）共
80

滑車支持金具1

（足場ボルト付）

350φ
ウインチ固定台共

(巻上げ能力：300㎏)

※各寸法は参考寸法とし監督員と協議のうえ決定とする。

※ブラケット金具、振れ止め金具、ウインチ架台は亜鉛メッキ仕様とする。

※コンクリート柱の建柱は電気設備工事とする。

2
,
5
00

根かせ

ホース乾燥柱詳細図　Ｓ＝１：４０

1/20・

・1/40
1/100 ３３

T-2

T-6

H1460-1850

Ａ１８

ホース乾燥柱 1 ヶ所
柱及び立柱工事は電気設備工事とする

ホース掛け金具は金属工事とする
φ250程度

As水留めカット 8.00 m
アスファルト水留め上部100mm程度

歩道部手摺、支柱を撤去し穴埋めする

H100程度

車道

アスファルト水留めカット

1
0
0

の上、アスファルト舗装

斜めカットし,アスファルト舗装する

ガードレール撤去

支柱撤去

400

水留め詳細図 1/20

歩道

外構配置図 1/100

-1570

道路境界線

BM(杭天）

Ａ

1
3.
44
0ｍ

隣
地
境
界
線

間知ブロック積

Ａｓ舗装

Ａｓ舗装

グレーチング t-2

10.385ｍ

-1940

-1805

-1550

-1890

袖ビーム2ヶ所取付

7
,
28
0

1
0
0
0

1
3.
44
0ｍ

隣
地
境
界
線

0.
94
9ｍ

-233

-410

-400

16.
000

ｍ

隣地境界線

-322

GL±0

-125

道路境界線

1,300 5,460 4,000

1
,
2
0
0

桝 500角 コンクリート蓋

グ
レーチング

 t
-6

U-2
40

※　ハッチ部分も工事範囲に含む

水留カット

Ａｓ舗装歩道
歩道

側溝

天端コンクリート

U-240

Ａ

NTT柱

GL±0GL±0

7.20ｍ2

36.00 ｍ

15.00 ｍ

隣
地

境
界
線

7
.
1
1
7
ｍ

21.00 ｍ

3スパン

再生アスファルト混合物 t50・路盤再生砕石 t150

歩道部分既設As撤去、再舗装含む

(ハッチ部分も工事範囲に含む)

24.00 ｍ2

グレーチング t-2

U-240

Ａｓ舗装

犬走り

犬走り 新築建物

ガードレール撤去 （２スパン）

ガードパイプ撤去 （３スパン）

ホース乾燥柱

6.749ｍ

道路境界線

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

81.80ｍ2

89.00 ｍ2

GL+100

側溝グレーチング蓋取替

歩道側溝グレーチング蓋取替 412x500x95 鋼製グレーチング蓋(T-25)2種１枚

※ 歩道部分、側溝部分も工事範囲に含む（乗入れ申請）

GL-110

GL-100

GL-125

GL-250

GL-125

GL-250

GL-315

GL-230

-1575

＝GL+100

GL+50

GL+50GL±0

塩ビ管VP-75



工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号 枚の内

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

号縮　尺

設　計

基礎伏図・基礎詳細図

Ｓ１

令和８年７月１０日
年月日

３３

300

3-D13

3
00

15
0

45
0 30
0

2
50

砕石

75

150

75

1-D13
D13 @200

1
00
17
0
20
0

D13@200

D13@200 D13@100

D13@100

パッキング

2
0

50 50
-1
50

10
0 1
00

10
0

1
00

5
0

10
0
15
0

FG2

150

2
50

30
0

2
0

パッキング

50
1
00

1
00
15
0

(2
0
0)

通り芯

上下筋 3-D13

D13 @200

上筋 1-D13

1
001
50 50

砕石

300

75
0

3
50

45
0

( ) 内寸法は車庫

FG1

300

D13@200

D13@200

10
0

3-D13

10
0

50 1
0
0

砕石

1
001
50

5
045
0 3
00

10
0

20
0

FG3

1-D13

重ね継手 40d

150

ポリエチレンフィルムt0.15mm

1-D13

1
00

砕石 2-D13

20

3
0
25
0
20

150

パッキング
通り芯

FG4

10
0
15
0

（
20
0）

基礎詳細図 S=1/30

1/50・1/30

9060 9060

x0 x1 x2 x3 x4 x5 x6

5,460

1,
00
0

犬走り

90 60 9060

FG1

FG2

FG2

FG1

凡例

アンカーボルト M12(L=400)

アンカーボルト座金仕様　無印：丸座金 厚さ6.0mm 径68mm　　

基礎伏図 S=1/50

FG4

FG3

FG1

S1

S1

S2

S2

90
60

90
6
0

コンクリートの材料（令第７２条）

セメント

細骨材

混和剤 ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤

塩化物規制 ０．３ｋｇ／ｍ3以下

鉄筋の継手及び定着（令第７３条）

粗骨材

砂・砕砂

「公共建築工事標準仕様書」第６章３節による。

「公共建築工事標準仕様書」第５章３節による。

特記事項

ポルトランドセメント

コンクリートの強度（令第７４条）

水セメント比 ６５％以下

「公共建築工事標準仕様書」第６章２節、４節、５節、10節による。

レディーミクストコンクリート

柱に取り付く梁の主筋の柱への定着長さは主筋径の40倍とする。

設計基準強度及びスランプ

コンクリートの養生（令第７５条）

型枠及び支柱の除去（令第７６条）

存置期間

鉄筋のかぶり厚さ（令第７９条）

「公共建築工事標準仕様書」第６章７節による。

「公共建築工事標準仕様書」第６章９節による。

「公共建築工事標準仕様書」第５章３節による。

建設省告示第１１０号による。

上記以外については「公共建築工事標準仕様書」による。

使用鉄筋　　　　SD295A(D16以下) SD345(D19以上）

捨て　　 Fc=18N/mm2 sl=15cm砂利・砕石、最大径25mm

コンクリートの塩化物に関しては、カンタブによる試験とする。

砕石転圧 砕石は転圧を充分に施すること。

F

設計GL

平均GL

1
45

40
5

12
5

1,210 4,250

7
,
2
8
0

3
,
6
4
0

3
,
6
4
0

FG1

10
0

(@100)
(@100)

(@100)

D13@200
D13@200

D13@200

(
20
0
)

15
0

犬走り

( ) 内寸法は車庫及び北側犬走り

3
2
5

地耐力　　　　　35kN/㎡(根切り底)

120

4
50
-
65
0

1,000-1,300

y0

y1

y2

y3

y4

y5

y6

y7

y8
1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

FG4

1,300

90 60

基礎　 Fc=24N/mm2 sl=18cm

犬走り　 Fc=24N/mm2 sl=15cm

ポリエチレンフィルムt0.15mm

S1 S2

15
0

D13@200

D13@200

5
0

10
0

D13@100

D13@100

ポリエチレンフィルムt0.15mm

2
00

設計GL 5
0～
1
00

平均GL

1
2
5

10
0

10
0

10
0

砕石 砕石

※S1天端は特記無きはGL+50とする。

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

コンクリートの種類

測定点 No.1

寒山N値

No.2 No.3 No.4 No.5

17.0N 60.7N 47.3N

No.1

No.2No.3

No.4

No.5

スクリューウエイト貫入試験　結果表

スラブ詳細図 S=1/30

41.7N13.0N



工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号 枚の内

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

号縮　尺

設　計

構造伏図

凡例

凡例 ＜耐力壁＞

X+方向壁倍率

X-方向壁倍率

Y+
方
向
壁
倍
率

Y-
方
向
壁
倍
率

＜金物＞

柱頭金物

柱脚金物

柱頭柱脚金物配置図 Ｓ＝１／100

1/100 ２６ Ｓ２

J3 J3

J3

J3

J3 J3

J3

J3 J3

J3 J3

J3

270

27
0

360

2
7
0

270

270

2
7
0

120

120

390

390

390

390

390

390

390

120

120

J3J3

土台 ：桧　無等級　120x120

：桧　無等級　120x120
アンカーボルト :M12(フック付き) L=450 定着長=240

筋交：杉　無等級　45x90

下階柱

通し柱(1～2階)

管柱

：桧　無等級　120x120

分類 記号 仕様

記号と仕様の対応

5,460

7
,
28
0

y0

y1

y2

y3

y4

y5

y6

y7

y8

7
,
28
0

x0 x1 x2 x3 x4 x5 x6

5,460

梁 ：杉　無等級　120x270

270 270

2
7
0

5,460

y0

y1

y2

y3

y4

y5

y6

y7

y8

7,
2
80

150x360

150x360

150x360

2
7
0

2
7
0

2
70

2
7
0

2
70

2
7
0

270270

２階床伏図 Ｓ＝１／100 小屋伏図 Ｓ＝１／100

母屋伏図 Ｓ＝１／100

記号と仕様の対応

分類 記号 仕様

T1 腰掛け蟻＋短ざく金物横架材

接合部 大入れ蟻掛け＋羽子板ボルトJ1

※接合部記号表記の無い仕口の仕様はJ1、継手の仕様はT1

横架材 J3 (通し柱)大入れほぞ差し＋羽子板ボルト

J1 大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト

※接合部記号表記の無い仕口の仕様はJ1

接合部

凡例
(-200)

150

甲乙梁 継手 根太 火打梁

小屋束 管柱 下階柱 通し柱(1～2階)

梁・桁(寸法　寸法は幅120のものについては梁せいのみ表示)　※ 特記外の梁は120ｘ150とする

国府支団１－２広瀬班団車庫建設工事

令和８年７月１０日
年月日

x0 x1 x2 x3 x4 x5 x6

y0

y1

y2

y3

y4

y5

y6

y7

y8

3.0

3.0

1
20

1
2
0

1
20

1
20

1
2
0

1
20

1
20

1
2
0

1
20

1
20

1
2
0

1
20

1
20

1
2
0

1
20

6,825

6,825

8
,
64
5

8
,
64
5

記号と仕様の対応

横架材
接合部

分類 記号 仕様

T1 腰掛け蟻＋短ざく金物

※接合部記号表記の無い継手の仕様はT1

凡例

小屋束

継手

下階柱

150
棟木/母屋(寸法　寸法は幅120のものについては梁せいのみ表示)

通し柱(1～2階) 野地板：構造用合板 t12 Ｎ50 @150

棟木/母屋：杉　無等級　120x120

垂木: 杉　無等級 60x75

3
.0

野地板：構造用合板 t12 Ｎ50 @150

1階 2階

＃印の金物は1階柱を2階柱に合わせたことを示す。(2階柱の引抜力を土台・基礎に伝達する必要があるため)

※印の金物は2階柱脚を1階柱頭に合わせたことを示す。(1つの金物で上下階の柱を接合するため)

凡例 一般壁 開口部 耐力壁 n 検討柱 検討外柱 ※検討外柱は（い）の金物を使用する。 通し柱

(い) ｶｽｶﾞｲ
(―) N>5.6

(ろ) CP-L (は) VP (に) SB-F2 (ほ) SB-F (へ) HD-B10 (と) HD-B15 (ち) HD-B20 (り) HD-B25 (ぬ) HD-B15X2

面材耐力壁
2.0 壁倍率 (壁倍率1.5倍超)

準耐力壁

6
30

120

120

1 2 5

8 10

17 18 19

21 22 24 25

柱頭無 柱頭無

(と)

(と)

(ろ)

(ろ)

(と)

(と)

柱頭無 (と)

(と)

x0 x1 x2 x3 x4 x5 x6

y0

y1

y2

y3

y4

y5

y6

y7

y8 1 2 6

7 8

9 10

14 16

18 19 21 22

(に)

x0 x1 x2 x3 x4 x5 x6

y0

y1

y2

y3

y4

y5

y6

y7

y8

筋かいダブル 柱頭 柱脚筋かいシングル 壁倍率2.0

柱頭無

柱脚無 柱脚無 柱脚無

柱脚無 柱脚無 柱脚無

4.0

4.0 4.0

4.0

4.0 4.0

4.0

4.0 4.0

4.0 4.0

4.0 4.0

4.0

x0 x1 x2 x3 x4 x5 x6

5,460

7,
2
80

2
7
0

2
7
0

2
70

2
7
0

150

150

150

150

※　構造材は全て手刻みとする ※　構造材は全て手刻みとする

※　構造材は全て手刻みとする

(-450)

11

(に)

(に)

(へ)

(へ)

2.0(り)

2.0

2.0

(い)

(い)

(り) (と) (り)

柱頭無

(り)

柱頭無

(と)

12

#(に)

#(に)

15

9 10

(に)

(に)

(に)

(に)

(に)

※(へ)

(に)

(に)

(に)

(に)

(に)

(に)

(に) (に)

※(と)

(に)

※(と)

(に)

※(と)

(に)

(に)(に)(に)

大引： 杉　無等級 90x45

庇

@910

90x105庇

9
0x
10
5

庇

庇垂木: 桧　上小節 45x45　＠303



工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号 枚の内

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

号縮　尺

設　計

軸組図

1/100

1820 1820 1820 1820

7280

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

GL

R階梁天端

土台天端

X0通り軸組図 1/100 X11通り軸組図 1/100

FG14
4
0

２６ Ｓ３

※　構造材は全て手刻みとする

120x270 120x270

120x270 120x270

1820 1820 1820 1820

7280

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

3
6
0
0

GL

R階梁天端

土台天端

4
4
0

120x270 120x270

120x270 120x2706
4
0
0

2階梁天端 2階梁天端

X1’通り軸組図 1/100

FG2

1820 1820 1820 1820

7280

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8

3
6
0
0

GL

R階梁天端

土台天端

4
4
0

120x270 120x2706
4
0
0

2階梁天端

FG2

120x270120x270 120x270 120x270

国府支団１－２広瀬班団車庫建設工事

令和８年７月１０日
年月日

10010

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

GL

土台天端

4
4
0

FG1

610 1820 1820

120x270

120x270

2階梁天端

2階梁天端

6
4
0
0

Y0通り軸組図 1/100

1210

120x270

120x270
小屋貫

Y8通り軸組図 1/100

10010

X0X1X2X3X4X5X6

GL

土台天端

4
4
0

61018201820

2階梁天端

2階梁天端

1210

120x360

120x270

6
4
0
0

120x270

120x270

小屋貫

FG1

3
4
6
0

2
9
4
0

2
9
4
0

2
9
4
0

3
4
6
0

3
4
6
0

3
4
6
0

2
9
4
0

2
9
4
0

6
4
0
0

3
4
6
0

21x9021x90

150x270150x270

150x270 150x270

120x270

120x270

150x270

150x270

120x270

120x270 150x270

150x270



（６）

胴差

短ざく金物

柱（下段）

胴差（床梁）

六角ボルト

ボルト３本

ＨＤ-Ｂ１５

引き寄せ金物

柱（上段）

ボルト３本

ＨＤ-Ｂ１５

引き寄せ金物

アンカーボルト

アンカーボルト

隅柱

ボルト３本

ＨＤ-Ｂ１５

引き寄せ金物

アンカーボルト

アンカーボルト

柱（下段）

胴差（床梁）

柱（上段）

隅柱

ボルト５本

ＨＤ-Ｂ２５

引き寄せ金物

ボルト５本

ＨＤ-Ｂ２５

引き寄せ金物

　厚さ３．２ｍｍの鋼板添え板を用い、柱に対して径１２ｍｍのボルト５本

、横架材（土台を除く）、布基礎若しくは上下階の連続する柱に対して当該

鋼板添え板に止め付けた径１６ｍｍのボルトを介して緊結したもの又はこれ

柱（上段）

柱（下段）

胴差（床梁）

六角ボルト

ボルト４本

ＨＤ-Ｂ２０

引き寄せ金物

隅柱

アンカーボルト

アンカーボルト

ボルト４本

ＨＤ-Ｂ２０

引き寄せ金物

鋼板添え板に止め付けた径１６ｍｍのボルトを介して緊結したもの又はこれ

柱（下段）

胴差（床梁）

柱（上段）

六角ボルト

ボルト３本

ＨＤ-Ｂ１５

引き寄せ金物

アンカーボルト

アンカーボルト

隅柱

ボルト３本

ＨＤ-Ｂ１５

引き寄せ金物

鋼板添え板に止め付けた径１６ｍｍのボルトを介して緊結したもの又はこれ

、横架材（土台を除く）、布基礎若しくは上下階の連続する柱に対して当該

　厚さ３．２ｍｍの鋼板添え板を用い、柱に対して径１２ｍｍのボルト３本

アンカーボルト

座金付ボルト

ボルト２本

ＨＤ-Ｂ１０

引き寄せ金物

柱（下段）

胴差（床梁）

柱（上段）

ボルト２本

ＨＤ-Ｂ１０

引き寄せ金物アンカーボルト

アンカーボルト

隅柱

ボルト２本

ＨＤ-Ｂ１０

引き寄せ金物

　厚さ３．２ｍｍの鋼板添え板を用い、柱に対して径１２ｍｍのボルト２本

、横架材、布基礎若しくは上下階の連続する柱に対して当該鋼板添え板に止

め付けた径１６ｍｍのボルトを介して緊結したもの又はこれらと同等以上の

柱

柱

スクリュー釘
Ｍ１２ナット締め

Ｍ１２ナット締め
スクリュー釘

短ざく金物

羽子板ボルト

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱
柱

Ｍ１２ナット締め
Ｍ１２ナット締め

羽子板ボルト

ト締めとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

鋼板添え板を用い、上下階の連続する柱に対してそれぞれ径１２ｍｍのボル

０ｍｍ角の角座金を介してナット締めをしたもの若しくは厚さ３．２ｍｍの

、柱に対して径１２ｍｍのボルト締め、横架材に対して厚さ４．５ｍｍ、４

　厚さ３．２ｍｍの鋼板添え板に径１２ｍｍのボルトを溶接した金物を用い

山型プレート　ＶＰ

ＣＰ-Ｔ

柱

柱 柱

柱

山型プレート　ＶＰＣＰ-Ｔ

丸くぎを４本平打ちとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

のＶ字型の鋼板添え板を用い、柱及び横架材にそれぞれ長さ９ｃｍの太め鉄

さ６．５ｃｍの太め鉄丸くぎを５本平打ちしたもの若しくは厚さ２．３ｍｍ

　厚さ２．３ｍｍのＴ字型の鋼板添え板を用い、柱及び横架材にそれぞれ長

ＣＰ-Ｌ長ホゾ差し込み栓

込み栓

ＣＰ-Ｌ
長ホゾ差し

柱及び横架材に対してそれぞれ長さ６．５ｃｍの太め鉄丸くぎを５本平打ち

　長ほぞ差し込み栓打ち若しくは厚さ２．３ｍｍのＬ字型の鋼板添え板を、

かすがい 短ホゾ差し

クリュー釘打ち、横架材に対して厚さ４．５ｍｍ、４０ｍｍ角の角座金を介

してナット締めしたもの又は厚さ３．２ｍｍの鋼板添え板を用い、上下階の

連続する柱に対してそれぞれ径１２ｍｍのボルト締め及び長さ５０ｍｍ、径

４．５ｍｍのスクリュー釘打ちとしたもの又はこれらと同等以上の接合方法

短ホゾ差しかすがい

としたもの

接合方法としたもの

六角ボルト

と同等以上の接合方法としたもの

と同等以上の接合方法としたもの

と同等以上の接合方法としたもの

　（と）に揚げる仕口を２組用いたもの

六角ボルト

六角ボルト

胴差 胴差

土台 土台

したもの又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

胴差胴差

土台 土台

胴差

土台

胴差

土台

胴差

柱

胴差

柱

胴差

（Ｃ） （ロ）

（Ｌ）（Ｎ）

（Ｖ）（Ｔ）

（Ｉ）（Ｐ）

（Ｉｓ）（Ｐｓ）

（ＨＤ１０）

（２）

（３）（ＨＤ１５）

（４）（ＨＤ２０）

（５）（ＨＤ２５）

（ＨＤ３０）

（へ）

（と）

（り）

（ぬ）

軸組端部の柱と主要な横架材との仕口

※　金物は全て「Ｚマーク金物」又は同等の認定金物とする。
すがい打ち、込み栓打ちその他の構造方法によりその部分の存在応力を伝える

※その他の構造耐力上主要な部分の継手又は仕口にあっては、ボルト締め、か

ように緊結したものでなくてはならない。

　厚さ３．２ｍｍの鋼板添え板を用い、柱に対して径１２ｍｍのボルト４本

、横架材（土台を除く）、布基礎若しくは上下階の連続する柱に対して当該

　厚さ３．２ｍｍの鋼板添え板に径１２ｍｍのボルトを溶接した金物を用い

、柱に対して径１２ｍｍのボルト締め及び長さ５０ｍｍ、径４．５ｍｍのス

短ほぞ差し、かすがい打ち又はこれらと同等以上の接合方法としたもの（い）

（ろ）

（は）

（に）

（ほ） （ち）

かたぎ大入れ

12本打ち
ZN65

両面打ち
SM40
ひら金物

M12
六角ボルト

両面打ち
N75釘2本

隅柱

ボルト５本

ＨＤ-Ｂ２５

引き寄せ金物

柱（上段）

六角ボルト

胴差（床梁）

柱（下段）

柱（上段）

六角ボルト

ＨＤ-Ｂ２ ０

ボルト ４本

引き寄せ金物

柱（ 下段）

六角ボルト

胴差（ 床梁）

ボルト ４本

ＨＤ-Ｂ２ ０

引き寄せ金物

アンカーボルト

アンカーボルト

ボルト４本

ＨＤ-Ｂ２０

引き寄せ金物

隅柱

（ ８ ）（ＨＤ２５Ｗ）（ ７ ）

アンカーボルト

アンカーボルト

ボルト５本

ＨＤ-Ｂ２５

引き寄せ金物

（ＨＤ２０Ｗ）

ボルト５本

ＨＤ-Ｂ２５

引き寄せ金物

筋かい断面90x90mmの納まり

筋かいたすき掛け部分の取り合い

筋かい断面30x90mm、45x90mmの納まり

200以内

引き寄せ金物

ナットM12用

以上とする。

引き寄せ金物の仕様による

ナットの出寸法はネジ3山(6mm)

以上とする。

土台

柱

※

ナットM16用

※アンカーボルトM16の柱面からの位置は

(
36
0
以
上
)

2
50
以
上

ZマークHD10～25以外の

引き寄せ金物の場合の定着長は

メーカー仕様による。

▽立上り天端

200以内

座金 t4.5x40x40

△
柱
芯

Ｓ梁

アンカーボルトM12

ナットの出寸法はネジ3山(5.25mm)

引き寄せ金物用
アンカーボルトM16

アンカーボルト配置要領

山型プレート　ＶＰ

締め釘打ち

て各根平頭ボルト（Ｍ１２）
締め釘打ち

当て各根平頭ボルト（Ｍ１２）

筋かいプレート（ＢＰ-２）

平打ちしたもの

、横架材に対して長さ６．５ｍｍの太め鉄丸くぎを４本

柱柱柱柱柱柱

三角座金

筋かいプレート（ＢＰ）当

胴差胴差胴差

Ｎ６５釘５本（平打ち）

Ｎ６５釘５本

（平打ち）

胴差胴差

４-ＣＮ９０

４-ＣＮ９０

胴差

筋かい端部と軸組との止め付け部

れと同等以上の品質を有するものをいう。以下同じ。）

柱に対して長さ６．５ｃｍの太め鉄丸くぎを３本平打ち

締め及び長さ６．５ｃｍの太め鉄丸くぎを３本平打ち、

－１９９４のうち強度区分４．６に適合するもの又はこ

ｍｍのボルト（日本工業規格Ｂ１１８０（六角ボルト）

厚さ１．６ｃｍの鋼板添え板を、筋かいに対して径１２

ハ　厚さ３ｃｍ以上で幅９ｃｍ以上の木材

法又はこれらと同等以上の引張耐力を有する接合方法によらなければならない。

筋かいの端部における仕口にあっては、次に揚げる筋かいの種類に応じ、それぞれイからホまでに定める接合方

ボルト（径１２ｍｍ）

１面せん段接合としたもの

５本の平打ちしたもの。）を５本平打ちしたもの

するもの又はこれと同等以上の品質を有するものをいう。以下同じ。）を８本

くぎ（日本工業規格Ａ５５０８（くぎ）－１９９２のうち太め鉄丸くぎに適合

該鉄筋に止め付けた鋼板添え板に柱及び横架材に対して長さ９ｃｍの太め鉄丸

柱又は横架材を貫通した鉄筋を三角座金を介してナット締めとしたもの又は当

ホ　厚さ９ｃｍ以上で幅９ｃｍ以上の木材

柱又は横架材に径１２ｍｍのボルトを用いた厚さ２．３ｃｍ以上の鋼板添え板を、筋かいに対して径

１２ｍｍのボルト締め及び長さ５０ｍｍ、径４．５ｍｍ

のスクリューくぎ７本の平打ち、柱及び横架材に対して

それぞれ長さ５０ｍｍ、径４．５ｍｍのスクリューくぎ

二　厚さ４．５ｃｍ以上で幅９ｃｍ以上の木材

柱及び横架材を欠き込み、柱及び横架材に対してそれそ

れ長さ。６．５ｃｍの鉄丸くぎ（日本工業規格Ａ５５０

８（くぎ）－１９９２のうち鉄丸くぎに適合するもの又

はこれと同等以上の品質を有するものをいう。以下同じ

ロ　厚さ１．５ｃｍ以上で幅９ｃｍ以上の木材

打ち付けたもの

イ　径９ｍｍ以上の鉄筋

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

縮　尺

設　計

年 月

枚の内 号

令和７年８月２９日

木造接手基準図

ー Ｓ４３３

国府支団１-２支団広瀬班団車庫新築工事



工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

番 号

有限会社　狭場建築設計事務所
一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

縮　尺

設　計

年 月

枚の内 号

令和７年８月２９日

○土台の隅の仕口

割りくさび締め)

○(大入れ小根ほぞ差し ○(片あり掛け)

○土台の仕口

(大入れあり掛け) ○(落としあり)

柱を上から

落とす

○柱と土台の仕口

○通し柱と胴差の仕口

(かたぎ大入れ短ほぞ差し) (かたぎ大入れ短ほぞ差し)

○通し柱と床梁の取り合い

(大入れあり掛け)

○はりの仕口 ○横架材の継手

○小屋梁と軒桁との仕口及び取り合い

○(大入れあり掛け)

○小屋梁の継手

○火打ち梁の取り合い

N75釘 2本かすがい打ち

○たる木と横架材の仕口○けた行雲筋かい・振れ止め

○(木製火打ち梁)

○たる木と母屋の仕口

継手及び仕口図

込み栓

○(扇ほぞ差し) ○(長ほぞ差し
+込み栓打ち)

○(短ほぞ差し)

短ざく金物

通し柱

胴差 胴差

胴差

通し柱

かね折金物

通し柱
床梁

羽子板ボルト

短ざく金物

羽子板ボルト

胴差

床梁通し柱 大梁

羽子板ボルト

床梁

○(腰掛けあり継ぎ)

短ざく金物

○(腰掛けかま継ぎ)

軒桁

小屋梁

柱

軒桁

羽子板ボルト

羽子板ボルト

桁

小屋梁

羽子板ボルト

軒桁

小屋梁

軒桁

○(かぶとあり) (台持ち継ぎ) (たる木当たり欠き乗せ掛け)

2-N75 斜め止め

母屋

たる木

棟木

小屋束

けた行雲筋かい 15x90

振れ止め 15x90

N75釘 2本

小屋梁

短ほぞ差し
かすがい打ち

短ほぞ差し

(たる木当たり欠き乗せ掛け)

胴差

梁

六角ボルト

平釘

火打ち金物

○(鋼製火打ち梁)

700mm

70
0
m
m

火打ち梁

六角ボルト
胴差

梁

7
5
0
mm
前
後

750mm前後

たる木

軒先及び継手部は

全てひねり金物

木造接手及び仕口基準図

ー Ｓ５３３

国府支団１-２支団広瀬班団車庫新築工事



特記仕様書・分電盤図・機器表

有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

E1 号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計
年月日

枚の内　ー

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

SP

SP

CE8ﾟ

分　岐　開　閉　器

ELCB

回路

MCCB(V)

電圧

分　　　　　　岐　　　　　　回　　　　　　路

P AF AT
負　荷　名　称

その他

負荷容量 (Ｗ.ＶＡ)

電灯 ｺﾝｾﾝﾄ 空調機

備　　考結　線　図

電灯分電盤単線結線図

名　称　・　仕　様

分電盤名称

キャビネット形式

電気方式 相線

電圧

負荷容量

主幹器具
種類

定格電流

　Ｌ－１

ホーム分電盤

単相三線式

200/100V

ELCB 3P2E（中欠）

7356W

60AF

40AT

2P1E 50 20

メーカー標準色

（電灯）

（電灯）

200/100V
1φ3W

１階照明100

番号

400

288.9

ETB

１階車庫・外部コンセント（入口）

１階車庫外部コンセント（奥）

ウォシュレット

２階照明・待機室コンセント

冷蔵庫・レンジ用コンセント

ミニキッチンコンセント

キッチンIH用コンセント

２階待機室エアコン

予　備

スペース

スペース

800

800

56

1000

400

1400

4456

電灯コンセント設備

電　気　方　式 ・　単相３線式　（　・　２００Ｖ　　・　１００Ｖ）　　・　　直流　１００Ｖ

配　線　方　式 ・　ケーブル配線　　・　配管（　　・　金属管　　・　合成樹脂管　　・　　合成樹脂可とう管）

・　その他（　　　　　　　　　　　）

・　コスモシリーズ　・　ワイド２１型（ほたる式）　　・　　フルカラー配　線　器　具

プ　レ　ー　ト ・　樹脂製　　・　新金属製　　・　ステンレス製

・　アルミ製　　・　合金製　　

フロアーコンセント ・　ハイテンション　　・　上下動式　　・　起倒式　　・　インナー式　　

分電盤の予備配管 予備回路４回路以下（２５）ｘ２、５回路以上（２５）ｘ４

非常照明の電源 ・　　電池内臓型　　・　電池別置型

照　明　器　具 ・　　官電協仕様　　・　メーカー仕様

そ　　の　　他

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○○

○

○

地域消防団車庫・詰所の新築工事

高山市国府町広瀬町515番地 1

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

電　気　設　備　特　記　仕　様　書

Ⅰ. 一般事項

１. 工 事 範 囲 設計図書・入札（又は見積）・現場説明及び質疑応答書・追加事項に示された範囲とする。

工事名

２. 工事概要

工事場所

３. 工事範囲 ○印をつけたものとする。

・　構内配電線路設備・　受電設備

・　自家発電設備

・　蓄電池設備

・　幹線設備

・　動力設備

・　電灯・コンセント設備

・　構内弱電線路設備

・　放送設備

・　テレビ共聴設備

・　火災報知設備

・　警報設備

・　インターホン設備

・　電気錠設備

・　太陽光発電設備・　住宅用火災報知設備

・　換気設備 ・　空調設備

・　警備保障設備

４. 別途工事

Ⅱ. 仕様書の適用範囲

○

１. 特記仕様及び図面に記載なき事項は、すべて下記仕様による。

２. 以下に記した特記事項中に２種類以上ある場合は　○　印のついたものを適用する。

３. この特記仕様書にいう係員とは、設計士又はそれを代行する者とする。

４. 各工事の材料については、指定メーカー又は係員の承諾したものとする。

・　情報通信用配管配線設備

・　電気時計設備

・　建築工事　機械設備工事

その他建築工事に係る事項については、公共建築工事標準仕様書「建築工事編」に準ずること。５.

・　工事請負契約書

・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　令和７年版　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

・　内　線　規　程

・　放送機器・通信機器、その他弱電機器等の仕様は各機材メーカーの標準と読み替える。

・　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）　　令和７年版　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

・　公共建築改修工事標準仕様書　　　　　　　　　令和７年版　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

○

○

○

○

○

○

※参考品番（パナ）：BQR84102　相当品

フロアープレート

（Ｅ）

（Ｃ）

（Ｄ）

（Ｇ）

（Ｆ）

（Ａ40）

（Ｂ）

LED小型投光器　　　　NYS15140LE9　相当品

LEDシーリングライト　XLGB3050CE1　相当品

LEDブラケット　　　　NNN12621B　相当品

LED赤色灯　　　　　　NNF20298Z　相当品

LED富士型器具　Hf32Wx2高出力型

Ｌ－１ 主幹ELB3P40A（中欠） MCB2P20Ax10+SPｘ2　

（ＬＳＳ９－４－６５）

（ＬＲＳ３－４－６５）

機　器　表

（Ｈ） LED棚下灯　　　　　　LGB85032LE1　相当品

（Ａ20） （ＬＳＳ９－２－３０）

積算電力計（別途）

LED富士型器具　Hf16Wx2高出力型

LED下面開放器具　Hf32Wx2高出力型

LED小型投光器　　　　NYS15040KLE7　相当品

ダクト換気扇（別途）　　納入・取付：機械設備工事

換気扇（別途）　　　　　納入・取付：機械設備工事

（パナソニック）

（パナソニック）

（パナソニック）

（パナソニック）

（パナソニック）

（パナソニック）

・　天井内ケーブルはケーブル支持材等にて固定とする。

・　ケーブル貫通部分は電線管にて保護すること。

・　配線方式　ケーブル配線　（壁内は合成樹脂可とう管等にて保護とする。）○

○

○

290.7

合計負荷容量：≒7356W 579.6

2P2E

2P2E

ＥＤ

E5.5ﾟ

200

100

2320

2320

200V、現地対応

３３

WH



R41

至高山

至古川

宮川

有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

E2 号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計

年月日

枚の内1/200・30

▼ＧＬ

根かせ

2,
50

0
12
,5
00

※コンクリート柱　15-19-5.0

※コンクリート柱の建柱は電気設備工事とする。

　ホース乾燥用建柱図　Ｓ＝１：３０　

※ホース乾燥用ウインチ・架台・金具類等及び設置は別途建築工事とする。

申請地：高山市国府町広瀬515-1

電気設備 配置図・案内図　ホース乾燥装柱図

３３

ホ ー ス 乾 燥 柱

コンクリート柱建柱

 15-19-5.0（根架・足場ボルト含む）
1

1 ホース乾燥用装柱金物、ホースハンガー類建 築 工 事

電 気 工 事

接地極埋設表示板（黄銅製）

電力計取付板取付
積算電力計（別途）

 L形アーム（中電規格品）相当品
引込線支持金物

E5.5ﾟ(VE16)

凡 　 　 例

申請建物

電灯分電盤

 L-1 

ED

Ｗｈ

E

EM-CE8ﾟ-3C(PFS28)

1Φ3W200/100V

←至古川　　一般県道 古川国府線　　至高山→

2,200

市
道
　
広
瀬
町
21
号
線

道路境界線6.749
ｍ

1
,
2
0
0

4,0005,4601,300

隣
地
境
界
線1
6.
00
0ｍ

7
.
1
1
7
ｍ

隣
地

境
界

線

0
.
9
4
9
ｍ

1
2,
4
4
3

側溝

歩道

2
,
72
7

側溝
歩道

7
,
5
3
6

2
,
18
0

NTT柱

隣
地

境
界

線1
3
.
4
4
0
ｍ

ホース乾燥柱

1
0
0
0

7
,
2
80

水路ポンプ庫

配置図 1/200

Φ356.7

Φ190

Φ390

引込線（別途）

桜野公園

案内図

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事



電灯コンセント設備　１階平面図

有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

E3 号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計
年月日

枚の内1/50 ３３

2EET

2EET2EET

2EET

2EET

2EET

2EET

2EET・GP

2EET・GP

３
L
Doff

A(3A)

Ｓ－ＢＴ

S-BM（親）

S-BM（子）

1-SL

Ｌ－１

換気扇（別途）

ウォシュレット用コンセント換気扇用コンセント

換気扇（別途）

(ｲ)(ﾛ)
(ﾊ)(ﾆ)

（イ） （イ）

（イ）

（ロ）

（ハ） （ハ）

（ニ）

Ｗｈ

EF2.0

EF2.0

EF2.6

ケーブル・電線

線種記入なきは下記とする。

記　号

EM-EEF 1.6-2C x 2

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 2.0-2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-3C + 1.6-2C

EM-EEF 1.6-3C x 2

EM-EEF 2.0-3C

二重天井内

保　　護　　管

屋内露出部屋外露出部壁内保護管
コンクリート
打込部

EM-EEF 2.6-3C (1C:E)

EM-EEF 2.0-3C (1C:E)

EM-EEF 1.6-3C x 2 (1C:E)

EM-EEF 1.6-2C x 2 (1C:E)

EM-EEF 1.6-3C (1C:E)

EM-EEF 1.6-3C + 1.6-2C(1C:E)

E-19E-19

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

E-25E-25

PF-S16

PF-S22

PF-S16

PF-S22

PF-S16

PF-S22

PF-S16

PF-S22

PF-S22

PF-S22

PF-S22

PF-S22

PF-S22

PF-S16

PF-S22

PF-S16

PF-S22

PF-S16

PF-S22

PF-S16

PF-S22

PF-S22

PF-S22

PF-S22

PF-S22

PF-S22

車庫外部

２（Ｅ）

車庫入口

１（Ｇ）

車　庫

３（Ｂ）

F2.0F2.0

F
2.
0

F2.0

F2
.0

F2.0F2.0

F2
.0

F2
.0

F2.0
1

F2.0
2

34

EM-CE8ﾟ-3C(PF28)

EM-EEF1.6-3C(PF16)

Doff回路

Ｅ

5 6

7 8

EM-EEF2.0-3C(1E)x2(PF28)

EM-EEF2.0-3C(1E)x2(PF28)

EM-EEF2.0-3C(1E)(PF22) 9

EM-CE8ﾟ-3C(PF28)

2EET

F2
.0

給水管凍結防止用コンセント

UP

トイレ

1,210

5,460

棚

車庫

1,8201,820610

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

沓脱場
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Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

90
0犬走り

80
0

１階平面図 1/50 39.75㎡

Ｎ

J

J

J

凡　例

埋込スイッチ　　（１Ｐ１５Ａ×１）

埋込スイッチ　　（３Ｗ１５Ａ×１）

埋込スイッチ　　（４Ｗ１５Ａ×１）

埋込スイッチ　　（１Ｐ１５Ａ×１）　Ｐ：防水型

埋込スイッチ　　（１Ｐ　４Ａ×１）　ＰＬ付

熱線センサ付自動スイッチ　壁付型　換気扇連動機能付

自動点滅器　　　　ＡＣ１００Ｖ３Ａ　点灯照度調整機能付

同上（自，切，手）切替スイッチ　　　１回路型　

熱線センサ付自動スイッチ　壁付型　お出迎え点灯型　親・子

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×１）

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×２）

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×２）　Ｅ極・ＥＴ付

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×１）　Ｅ極・ＥＴ付

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×２）　Ｅ極付

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×１）　Ｅ極付

防水コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×２）　Ｅ極・ＥＴ付

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ×２）　Ｅ極・ＥＴ付　防雨ガードP・鍵付

埋込スイッチ　　（１Ｐ１５Ａ×１）　消し遅れ消灯

外　部

２（Ｄ）

トイレ

１（Ｃ）

ジョイントボックス　　ＯＢ１０２×５４（ブランクカバー共）

防雨入線カバー

カバープレート　（角型）　防水型ＳＵＳ製

接地極埋設標示板（黄銅製）

沓脱場

１(A20)

（Ｆ） １

WTC5820W相当品（パナ）

EE441319相当品（パナ）

※　配線器具プレートは金属製を基本とする。

埋込コンセント　　（２Ｐ１５Ａ・２０Ａ兼用）　Ｅ極・ＥＴ付（250V）

3

4

WP

L

S･BT

A

1-SL

S･BM･(親) / （子）

2

2EET

EET

2E

E

2EET･WP

2EET･GP

Doff

WP

KP(K)･WP

J

E

15/20AEET

WTK1614WK相当品（パナ）

WTK34314・WTK39114相当品（パナ）

注記１）上記に於いて露出配管となる部分は金属製電線管（Ｅ管）とする。

注記２) 防火区画等の配管貫通部は「金属製電線管で保護」又は「国土交通大臣認定工法」による措置を行う事とする。

注記３) コンクリート躯体内等保護必要箇所の配線はＰＦ－Ｓ管にて保護とする。

注記４) 露出配管（金属製電線管）は指定色塗装とする。

注記５）機器及び器具の取付位置、高さ等については、施工時再度打合せの上、施工する事。



換気扇用コンセント

電灯コンセント設備　２階平面図

待機室

６(A40)

ミニキッチン

１（Ｈ）

有限会社　狭場建築設計事務所

工事名

図　名

設　計

高　　　山　　　市

E4 号番 号

一級建築士 大臣登録 第98418号 狹場 芳男

国府支団１－２広瀬班団車庫新築工事

令和８年７月１０日

縮　尺

設　計
年月日

枚の内1/50

エアコン用コンセント

３３

2EET2EET2EET

2E

2E

Ｌ
３

１Φ３Ｗ２００／１００Ｖ

換気扇（別途）

換気扇（別途）

照明・換気扇SW

IH用コンセント

ミニキッチン用コンセント

冷蔵庫・レンジ用コンセント

(ｲ)(ﾛ)

（イ） （ロ）

階段室

１(A20)

(ﾊ)

Ｌ

(ﾊ)

EM-EEF1.6-3C(PF16)

F2.0

F2
.0

5

6 7 8

Ｅ

F2
.0

引込線支持金物

L形アーム（中電規格品）相当品

（イ）

（イ）

（ロ）

（ロ）

F2.0

F2
.0

F
2.
0

15/20AEET(250V)

EM-EEF2.0-3C(1E)x2(PF28)

EM-EEF2.0-3C(1E)x2(PF28)

EM-EEF2.0-3C(1E)(PF22)

5 6

7 8

9

EM-CE8ﾟ-3C(PF28)

EM-CE8ﾟ-3C(PF28)

F2.0
9

（エアコン別途）

Ｎ
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踊場
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Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

5，460

1,775 1,775

4，250

39.75㎡２階平面図 1/50
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機 械 設 備 工 事 　工 事 仕 様 書

排水通気設備
換気設備

衛生器具設備
給水設備

棟　名　称
用　　　途
構　　　造
延面積（ｍ　）２

２．工 事 仕 様

１．工 事 概 要
１．工事名称
２．工事場所
３．建物概要・工事種目

12 ．建築竣工引渡後１年が経過した時点において係員立会いのもとで１年検査を行い、工事不良の為生じたと認めら
　　　　れる損害等についても、係員の指示に従い改修しなければならない。尚、その費用については請負者の負担とする。
13 ．「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」により、ＣＯＲＩＮＳ（工事実施情報サービス）への

　　　　登録を原則とする。
14 ．設計図書に記載がなく、工事上必要な仮設・撤去・移設・養生等が発生した場合は、係員のもと速やかに対処

　　　　すること。その費用については、請負者の負担とする。

　１　．本工事の請負者は工事仕様書・標準仕様書に基き施工する。
　２　．本工事に関係ある法令・政令・告示・条例等はよくこれを遵守し必要書類の届出・手続き等は請負者がこれを

　３　．本工事施工に際し現場の納まり又は取合上の器具の取付位置・取付工法等の軽微な変更が生じた場合は係員の
　　　　代行する。これに要する費用は請負者の負担とする。

　　　　指示により行う。この場合請負金額の増減は行わないことを原則とする。
　４　．本工事に使用する機器・材料で特に必要と認めるものについては係員の立会いの上検査を行う。
　５　．本工事に使用する機器・材料等はＪＩＳ規格に指定されたもの又は同等品以上のものとし係員の承諾を受ける。
　　　　尚、図中明記の品番については、参考品番とする。
　６　．本工事における配管施工・保温施工は　・　一般　　・　寒冷地　仕様とする。
　７　．本仕様書・設計図に明記なき事項でも本工事完成の為機能上・構造上・外観上当然施工を要する事項は請負

　８　．本設計図書内明記の既設配管は、所轄支所担当課指示に基づき作成されている為、既設の状況と図面との間に
　　　　金額の増減なく完全に施工のこと。

　　　　差異が生じ、本設計書による事が困難な場合は、監督員と打合せの上、その指示に従い施工する。
９ ．撤去及び取壊し工事は、既存設備の概要を充分に調査・把握・検討した後着工する事。
10 ．請負者は、建設工事保険に加入し、証書の写しを係員に提出する事。

　11　．建築竣工引渡後、原則として５年以内（特に指定のある工種を除く）において、工事不良の為生じた認められる
　　　　損害等については、請負者の費用負担にて敏速丁寧に改修しなければならない。ただし、工事不良が故意または
　　　　重大な過失により生じた場合は、１０年間とする。

保温工事は下記を適用する。　　Ａ：ロックウール　　Ｂ：グラスウール

　　　 塗 装 工 事
備　　　考

給水管
排水管
給湯管

２０
２０
２０

Ａ　・　Ｂ
Ａ　・　Ｂ
Ａ　・　Ｂ

２５
２５
２５

15Ａ－80Ａ 100Ａ－150Ａ

外壁より１ｍ　　　　隠蔽　２５
ＯＡダクトは全て換気ダクト

※　屋外露出の保温外装は、ＳＵＳラッキング仕様とする。
※　その他明記なき保温外装は、共通仕様書を適用する。
塗装工事は下記を適用する。
・　黒管及び継手－調合ペイント（下塗：２・中塗：１・上塗：１）〔下塗は、さび止めペイント〕
・　白管及び継手－調合ペイント（下塗：１・中塗：１・上塗：１）〔下塗は、さび止めペイント〕
※　明記なきは、共通仕様書を適用する。

工 事 区 分 表 注記）各工事の関連工事施工区分は下記によるも、各工事請負業者、監督員と打合せを行い施工の事。
項　　　　　目

設備用躯体貫通スリーブ
同上補強工事
設備用躯体コア抜き
同上補修工事
設備機器取り付け用開口
同上補強工事
壁仕上及び土間撤去・復旧
舗装撤去・復旧
天井点検口
便器廻り手摺り
同上取付下地・補強
設備機器類
同上一次側電源

機　　械 電　　気建　　築

コンクリート・アスファルト

　３．一般事項 　４． 保 温

　５．工事区分

１．本工事における配管施工・保温施工は寒冷地仕様とする。
　６．追記事項

２．土間下地中埋設配管はすべて防食加工された支持金物にて土間配筋より支持すること。
３．地中埋設・コンクリート内・ブロック内に施工される鋼管類（外面被覆管を除く）は防食用ビニルテープ１／２重ね
　　２回巻きとする。
４．図中明記なき配管でも、凍結の恐れがある箇所にはヒーター施工等の凍結防止対策を施すこと。

建
物
概
要
１

２

３

４

外　部 内　部

　１．共通事項 図面及び特記仕様書に明記なき事項はすべて下記を適用する。
　・　工事請負契約書
　・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書・公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）

　・　文部科学省「学校環境衛生の基準」
　※　建築工事・電気設備工事に関する事項は、それぞれの標準仕様書に準ずる事
この仕様書は下記の要領により適用する。
（１）項目は○印内に数字のあるものを適用する。
（２）特記事項は◎印だけを適用する。
設計図書の優先順位は下記の通りとする。
（１）現場説明書（質疑回答書）　　（２）工事仕様書　　（３）設計図書　　（４）標準仕様書

（１）使用材料
　２．特記事項

　・　使用資材については、ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・パラジクロロベンゼン・エチルベンゼン
　　　・スチレンの含まれる量等に充分注意し資材の選定を行うこと。

（２）ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物

　・　上記が含まれる資材を使用する場合は係員と協議し、指定濃度となるよう枯らし期間を充分取り施工を
　　　行うこと。

　・　文部科学省における「学校環境衛生の基準」に従いホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の基準を定める。

ホルムアルデヒド
トルエン
キシレン
パラジクロロベンゼン
エチルベンゼン
スチレン

　１００μｇ/ｍ　（０．０８ｐｐｍ）以下
　２６０μｇ/ｍ　（０．０７ｐｐｍ）以下
　８７０μｇ/ｍ　（０．２０ｐｐｍ）以下
　２４０μｇ/ｍ　（０．０４ｐｐｍ）以下

　２２０μｇ/ｍ　（０．０５ｐｐｍ）以下
　３８００μｇ/ｍ　（０．８８ｐｐｍ）以下

３

３

３

３

３

３

（３）室内汚染物質測定
　・　請負者は上記の基準以下であることを指定検査センターにて検査確認し、工期内に引渡しを行うこと。
　　　又ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の濃度が基準以上だった場合は、請負者が直ちに原因を特定し
　　　汚染源の除去を行い再度検査確認をする。除去及び再検査に要した費用の全ては請負者の負担とする。
（４）発生材処理
　・　引渡しを要するものは係員の指定する場所に整理しリストを作成の上施設管理者へ引き渡す。又引渡しを
　　　要しないものは全て場外に搬出し下記の建設廃棄物の項及び関係法令等に従い適正に処理する。
（５）建設廃棄物
　・　処理については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「岐阜県廃棄物の適正処理に関する条例」
　　　「岐阜県建設廃棄物適正処理の三原則」の規定を遵守し適正に処理する。
　・　混合物の処理については管理最終処分場に持ち込むものとする。
（６）再資源化施設への搬出
　・　工事に伴い発生する建設廃棄物のうち、次のものは再資源化施設へ搬出する。

　　　・　鉄・アルミ・ステンレス屑　　・　ガラス・陶磁器屑　　・　プラスチック類
　　　・　コンクリート塊　　・　アスファルトコンクリート塊　　・　木屑　　・　石膏ボード屑　　・　繊維屑

（７）再生資材の利用
　・　下記の資材については再生資材を使用する。

資材名 規　格 使用場所 備　考
再生加熱

アスファルト混合物
プラント再生舗装技術指針

（日本道路協会）
構内アスファルト

プラント再生舗装技術指針
（日本道路協会）

アスファルト舗装下
基礎・土間下

再生クラッシャラン

岐阜県廃棄物ガラス廃材を
利用したタイル リサイクル認定品

クリスタルクレイ
［同等品］

下水汚泥焼却灰を
利用したブロック

環境保全型商品
構内透水性
舗装ブロック

ナチュラルウォーク
［同等品］

（８）監督員事務所
　　　・　規　模　：　３号
　　　・　設備・備品：机・椅子・書棚・黒板・電話・ＦＡＸその他係員の指示による。

３．工 事 項 目

　・　本工事に提出する書類は係員の指示による。

仕　　様　：　原則として寒冷地仕様とする。　（衛生器具、水栓共）
そ の 他　：　色については、監督員と打合せの事。

方　　式　：　既設上水引込管に接続し、量水器(貸与品)を経て水道直圧給水方式にて各必要箇所へ供給する。
　　　　　　　器具類の品番は参考とし、承認図等にて承諾後、取付の事。

管　　類　：

埋設仕様　：　ＧＬ－６００以上、　保護砂　０．１　ｍ　／ｍ以上3

3

１）一般配管　　 　　　　　・ 耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

　 　　　　　　　　　　　　・ ポリ紛体鋼管（・ ＪＷＷＡＫ－１３２　ＳＧＰ－ＰＢ ）

自動車車庫
木造

図面の●印の位置に埋設表示を行う。

方　　式　：　第３種の換気方式とし、図示の箇所の換気を行う。

方　　式　：　建物内分流・建物外合流式とし、下水取付桝（既設桝）を介して下水道へ放流する。
　　　　　　　雨水排水は、別系統にて側溝へ放流する。
管　　類　：　ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　ＶＰ（通気管共）
埋設仕様　：　保護砂　０．１６ｍ　／ｍ以上

機　　器　：　壁付換気扇、天井換気扇

　　　　　 　　 　　　　　・ 耐震用ポリエチレン管（規格記号　ＰＷＡ００１．００２．００５．００６）
２）地中埋設配管 　　　　　・ 耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管(・ 建物内埋設配管　　・ 屋外不凍水栓以降部分）

国府支団１－２広瀬班団車庫建設工事
高山市国府町広瀬町　地内

　　　〔令和７年度版〕　　　（以下「標準仕様書」という。）

　　　　　　　　　　　　　・ 塩ビライニング鋼管（・ ＳＧＰ－ＶＢ　・　　　　　）

機 械 設 備 工 事 工 事 仕 様 書

有限会社　狭場建築設計事務所
設　計

年 月 日

設　　計

縮　尺

図　名

工事名

番 号－

高　　　山　　　市

一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

令和８年７月１０日

　１．衛生器具設備

　４．提出書類

　２．給水設備

　３．排水通気設備

　４．換気設備

国 府 支 団 １ － ２ 広 瀬 班 団 車 庫 新 築 工 事

３３ 枚の内　Ｍ１号

７９．５０



２

ＦＥ

ＦＥ

３

3 3

ＯＡ－１

ＦＥ－４

ＦＥ－１

ＦＥ－２

ＦＥ－３

名　　　称 記　　号 口径 風量 消費電力

換気　機器一覧表

機器標準能力 個別能力

参考品番計

250

100

300

100

100

165

1860

85

690 18.5w

4.6w

60.0w

20.0w

トイレ

車庫

135

1200

60

5

5

20

40

仕　様・附属品

EX-25EK9

V-08PS8

EWG-30KSB2

P-13VS4

P-13KQU3-D１

１

１

１

１

※フード類は指定色焼付塗装仕上げとする。

種類

換気回数

■　ホルムアルデヒドの発散による衛生上の支障がないようにするための構造

機械換気設備（第３種換気）

０．３回/ｈ以上（下表による）

引き戸及びドア部分の換気ガラリ居室出入口の通気措置

機械換気最終設置場所

階 部屋名

計

床面積

（m2） （ｈ）

平均天井高

2.50

気積

（ｍ2）

必要有効
換気量

（ｍ3/ｈ）

換気種別

第3種換気設備 自然給気口：OA-1

（ｍ3/ｈ）

給気機による給気量 排気機による排気量

（ｍ3/ｈ）

FE-4：135 1.7 ＞ 0.3

（ｈ）

換気回数

ＯＫ

判定

壁付換気扇

換気設備凡例

記　　　号 名　　　称 備　　　考

天井換気扇

自然給気口

建具通気

空気の流れ

400壁付換気扇
インテリア格子タイプ．電気式シャッター．

木枠．ＳＵＳ屋外フード（防鳥網付）．

パイプファン
壁取付．角形格子グリル．電気式シャッター．

取付パイプ．ＳＵＳパイプフード（深形・ギャラリ付）．

有圧換気扇
排気専用．格子タイプ．電動シャッター付．

木枠．ＳＵＳ屋外フード（防鳥網付）．

天井換気扇
本体：ミニキッチン附属品．

本工事：ＳＵＳパイプフード（深形・ギャラリ付）．

自然給気口
角形．壁取付．植毛タイプ．風量調節機能．フィルター．

取付パイプ．ＳＵＳパイプフード（深形・防虫網付）．

有限会社　狭場建築設計事務所
設　計

年 月 日

設　　計

縮　尺

図　名

工事名

番 号

高　　　山　　　市

一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

１／５０

令和８年７月１０日

３３ 枚の内　Ｍ２号

国 府 支 団 １ － ２ 広 瀬 班 団 車 庫 新 築 工 事

待機室

待機室

（ｍ ／ｈ）（Ｐａ）

静圧風量
設置個所

（1φ100V）（ｍ ／ｈ）（ｍｍ）

待機室

待機室 30.94

30.94

77.35

77.35

２

23.205

１ 階 換 気 設 備 図

Ｎ

1870

600 670 600

900

24
50

6
00

水
勾
配

水
勾
配

UP

水勾配

棚

水
勾
配

ホース棚

犬走り

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0 GL-250 GL+20

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

１階平面図 1/50 39.75㎡

縦樋カラーGL φ75

GL+35

GL+100 縦樋カラーGL φ75

GL-250

FL+100FL±0

トイレ

ピクトサイン

FL+50

車庫

GL-125

FL±0GL-50 =

犬走り

GL-80
GL-80

GL-100
設計GL±0＝

沓脱場

GL-50

FL±0

FL+200

GL+35GL+20GL-125

GL-100

GL-60

GL-45

GL-80

1,210 455 ASW 3,340

4,250

455

3503,550350

7
5080
0

1
,8
20

1
,8
20

7
,2
80

1
,8
20

1
,8
20

1，300 1,210 610 1,820 1,820

5,460

5
,4
60

7
,2
80

1
,8
20

90
0

H＝2,400



100

有限会社　狭場建築設計事務所
設　計

年 月 日

設　　計

縮　尺

図　名

工事名

番 号

高　　　山　　　市

一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

１／５０

２ 階 換 気 設 備 平 面 図

令和８年７月１０日

３３ 枚の内　Ｍ３号

国 府 支 団 １ － ２ 広 瀬 班 団 車 庫 新 築 工 事

ＦＥ

１

１

ＯＡ

ＦＥ

４ 【２４Ｈ】

3 3

ＯＡ－１

ＦＥ－４

ＦＥ－１

ＦＥ－２

ＦＥ－３

名　　　称 記　　号 口径 風量 消費電力

換気　機器一覧表

機器標準能力 個別能力

参考品番計

250

100

300

100

100

1860

85

690 18.5w

4.6w

60.0w

20.0w

トイレ

車庫 1200

60

5

5

20

40

仕　様・附属品

EX-25EK9

V-08PS8

EWG-30KSB2

P-13KQU3-D１

１

１

１

※フード類は指定色焼付塗装仕上げとする。

種類

換気回数

■　ホルムアルデヒドの発散による衛生上の支障がないようにするための構造

機械換気設備（第３種換気）

０．３回/ｈ以上（下表による）

引き戸及びドア部分の換気ガラリ居室出入口の通気措置

機械換気最終設置場所

階 部屋名

計

床面積

（m2） （ｈ）

平均天井高

2.50

気積

（ｍ2）

必要有効
換気量

（ｍ3/ｈ）

換気種別

第3種換気設備 自然給気口：OA-1

（ｍ3/ｈ）

給気機による給気量 排気機による排気量

（ｍ3/ｈ）

1.7 ＞ 0.3

（ｈ）

換気回数

ＯＫ

判定

壁付換気扇

換気設備凡例

記　　　号 名　　　称 備　　　考

天井換気扇

自然給気口

建具通気

空気の流れ

400壁付換気扇
インテリア格子タイプ．電気式シャッター．

木枠．ＳＵＳ屋外フード（防鳥網付）．

パイプファン
壁取付．角形格子グリル．電気式シャッター．

取付パイプ．ＳＵＳパイプフード（深形・ギャラリ付）．

有圧換気扇
排気専用．格子タイプ．電動シャッター付．

木枠．ＳＵＳ屋外フード（防鳥網付）．

天井換気扇
本体：ミニキッチン附属品．

本工事：ＳＵＳパイプフード（深形・ギャラリ付）．

自然給気口
角形．壁取付．植毛タイプ．風量調節機能．フィルター．

取付パイプ．ＳＵＳパイプフード（深形・防虫網付）．

待機室

待機室

（ｍ ／ｈ）（Ｐａ）

静圧風量
設置個所

（1φ100V）（ｍ ／ｈ）（ｍｍ）

待機室

待機室 30.94

30.94

77.35

77.35

２

23.205

物入

待機室

DN

踊場

39.75㎡２階平面図 1/50

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

FL±0

FL±0

FL±0

縦樋カラーGL φ75縦樋カラーGL φ75

1,210 910 1,820 1,820

5，460

5
,4
60

7
,2
80

7503501,7751,775350

4，2501,210750

7
50

1
,8
20

1
,8
20

1
,8
20

1
,8
20

7
,2
80

925

450

1,
82
0 P-13VS4

VD13ZY14SW１

１
135

FE-4：135

165

Ｎ

H＝2,200



Ｎ

有限会社　狭場建築設計事務所
設　計

年 月 日

設　　計

縮　尺

図　名

工事名

番 号

高　　　山　　　市

一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

機 械 設 備 工 事 配 置 図

１／１５０

令和８年７月１０日

３３ 枚の内　Ｍ４号

国 府 支 団 １ － ２ 広 瀬 班 団 車 庫 新 築 工 事

▽ＧＬ

砕石

在来良質土

山砂

山砂

1
0
0

1
0
0

1
0
0

アスファルト舗装

管上

管底

注記：

1.排水及びその他の配管は、適正な埋設深度とし、標準断面に準ずる。

埋戻しは、300H毎を標準とし、適正な転圧を行うこと。

外部 埋設配管標準断面（排水）

4
0
0
～

7
5
0

7
,2

80
10

00

13
.
44

0ｍ

隣
地

境
界

線

NTT柱

2,
18

0
7,

53
6

歩道

側溝

2,
72

7

間知ブロック積

歩道

側溝

←至古川　　一般県道 古川国府線　　至高山→

BM(杭天）
＝GL+300

1
2,

44
3

0.
9
49

ｍ

隣
地

境
界

線
7
.1

17
ｍ

-233

-1805

-1550-1940

-410

-400

16.
000

ｍ

隣地
境
界線

-322

-250

0

1,300 5,460

屋根ライン

屋
根

ラ
イ

ン

4,000

1
,2

00

6.749ｍ

道路境界線

-1575

市
道
　
広
瀬
町
21
号
線

2,200

道路境界線

水路ポンプ庫

水路

ホース乾燥柱

高山市工事

V
P
1
0
0

V
P
1
0
0

Ｄ
M

VP100

VP100

VP100

水路に排水

下水本管に接続

給水引き込み
給水管ＰＥＰ￠２０

給水本管
HPPE￠ 75



H
I
V
P

2
0

20

PWA20

100

PWA20

100

PWA20

100

1
0
0

50

通気

100

１1φ100V 56w

１

消費電力 計

1φ100V １

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

Ａ

別途引き込み済み

衛生器具・機器一覧表

設置場所

トイレ

トイレ

待機室

記　　号名　　　称

腰 掛 便 器

ミ ニ キ ッ チ ン

Ｃ－１

Ｌ－１

Ｋ－１

１

１

１

１

１

名　　称

１

量水器廻り

２０ｍｍ

２０ｍｍ

２０ｍｍ用量水器桝

伸縮止水栓

量水器

外　部

Ｔ２８ＡＵＮＨ１３

化粧：１５００Ｌ－１５

手動：６００Ｌ－２０

ＶＣ－Ｐ弁　桝

不凍バルブ

不凍水栓柱

散水栓

待機室

Ｋ－１

ＳＬＦ３ＳＶ(420)ＫＪＧ

ＣＯＡ５０床上掃除口

止水栓

ミニキッチン

トイレ

ＣＳ２３２Ｂ．ＳＨ２３２ＢＦ腰掛便器

９０Ｌ：１００－２００

形　状記号

塩ﾋﾞｲﾝﾊﾞｰﾄ桝

〃

６００Ｈ

深　さ 蓋

桝 類 一 覧 表

※　桝の深さは参考とする。

高山市型取付桝 高山市型

塩ビ製蓋９０Ｙ：１００－２００〃

９０Ｌ：１００－２００

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

６７０Ｈ

７００Ｈ

７９０Ｈ

Ｌ－１

掃兼ドレン

Ｃ－１

▽ＧＬ

埋設表示テープ

砕石

在来良質土

山砂

山砂

1
0
0

1
0
0

3
5
0

1
0
0

アスファルト舗装

1
5
0

6
0
0

設計凍結深度以下

外部 埋設配管標準断面（給水）

管上

管底

注記：

2. 印は埋設標を示す。アスファルト・コンクリート部は鉄製とする。

1.排水及びその他の配管は、適正な埋設深度とし、標準断面に準ずる。

埋戻しは、300H毎を標準とし、適正な転圧を行うこと。

1
0
0

1
0
0

HIVP

50

5
0

4
0

SI(SU)C型50

手 洗 器

フルユニット．間口：１２００Ｌ．冷蔵庫なし扉タイプ．ＩＨヒーター（１４００ｗ）．

ＤＭＫ１２ＬＥＷＥ１Ｇ１００Ｒ（給湯側にも給水接続）．換気扇：ＶＤ１３ＺＹ１４ＳＷ．

有限会社　狭場建築設計事務所
設　計

年 月 日

設　　計

縮　尺

図　名

工事名

番 号

高　　　山　　　市

一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

１／５０

令和８年７月１０日

３３ 枚の内　Ｍ５号

国 府 支 団 １ － ２ 広 瀬 班 団 車 庫 新 築 工 事

ＵＬＲＢ２ＬＴＢＮ２ＮＮＮ１ＷＷ．付属品

仕 様 （ 参 考 品 番 ）

１ 階 衛 生 設 備 図

ＳＩ（ＳＵ）－Ｃ型５０

手洗器

排水金具

１

１

ＵＬＲＢ２ＬＴＢＮ２ＮＮＮ１ＷＷ

Ｌ型　手すり

１

１

ＣＳ２３２Ｂ．ＳＨ２３２ＢＦ．ＴＣＦ２２６．ＹＨ６５０．Ｔ１１３ＢＬ９．

Ｔ１１３ＢＬ９．Ｔ１１０Ｄ１６

P
W
A
2
0

Ｂ

Ｃ

P
W
A
2
0

P
W
A
2
0

Ｄ

M

Ｎ

1870

600 670 600

900

2
45

0
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0

水
勾

配
水

勾
配

UP

棚

水
勾

配

ホース棚

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0 GL-250

縦樋カラーGL φ75

GL+100

GL-250

FL+100FL±0

トイレ

FL+50

車庫

GL-125

FL±0GL-50 =

犬走り

GL-80
GL-80

GL-100
設計GL±0＝

沓脱場

GL-50

FL±0

FL+200

GL+35GL-125

GL-100

GL-45

GL-80

75
0

80
0

1,
82

0
1,

82
0

7,
28

0

1,
82

0
1,

82
0

5,
46

0

7,
28

0

1,
82

0
9
00

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

１階平面図 1/50 39.75㎡

1，300 1,210 610 1,820 1,820

5,460

1,210 455 ASW 3,340

4,250

455

3503,550350

50,20

100,20

縦樋カラーGL φ75

不凍栓

20A×600L

B-1筺

散水栓

不凍水栓柱

化粧・1500L-15

２

２

３

３

下水道は高山市工事

不凍栓

20A×600L

メーター器筺

ﾒｰﾀｰ器借用品20A

B-1筺

散水栓

化粧・1500L-15

不凍水栓柱



50

20COA50

有限会社　狭場建築設計事務所
設　計

年 月 日

設　　計

縮　尺

図　名

工事名

番 号

高　　　山　　　市

一級建築士 大臣登録 第98418号 狭場 芳男

１／５０

令和８年７月１０日

３３ 枚の内　Ｍ６号

国 府 支 団 １ － ２ 広 瀬 班 団 車 庫 新 築 工 事

２ 階 衛 生 設 備 図

Ｎ

物入

待機室

DN

踊場

FL±0

FL±0

FL±0

縦樋カラーGL φ75縦樋カラーGL φ75

925

450

39.75㎡２階平面図 1/50

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6

1,210 910 1,820 1,820

5，460

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

75
0

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0
1,

82
0

7,
28

0

5,
46

0

7,
28

0

1
,8

20

7503501,7751,775350

4，2501,210750

50,20

※給水管のみ凍結防止ヒーター巻き施工を行うこと。


